
 ワークブックインデックスの作成コマンドは、指定した場所にあるすべてのワークブックを検索して、
検索されたワークブックに含まれるすべてのシートの内容をハイパーリンク形式の一覧に表示する機能

です。

「ワークブックインデックスの作成」機能について「ワークブックインデックスの作成」機能について
Ⅶ．ワークブック－ワークブックインデックスの作成

①「ActiveDataワークブックコマンド」グループ内
の「シートとブックのインデックス作成」の「ワーク
ブックインデックスの作成」をクリックします。

「ワークブックインデックス」シートが作成されます。

※内容の一覧はマイドキュメントのActiveData フォルダに保存されます。
別の機会にこのワークブックを開くには、ワークブックインデックスを開
く 機能を使用してください。

参照先(フォルダ等)を指定します。

オプションを選択します。



Ⅶ．ワークブック－ワークブックインデックスの作成

「VBA プロジェクト インデックス」機能は、指定した参照フォルダ内のブックにVBAコードが含まれてい

る(拡張子：xlsm)場合に有用です。
「ワークブックインデックスの作成」コマンドを実行後に「ワークブックインデックス」シートと共に
「VBA Index」シートを生成することができます。

ただし、「ワークブックインデックスの作成」コマンドを実行時に、『セキュリティセンターのマクロの設
定にて、「VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する」にチェックを入れて下さ
い。』と表示された場合、Excelオプションで有効化設定を行う必要がありますのでご注意ください。

「VBA プロジェクト インデックス」機能を有効化する手順「VBA プロジェクト インデックス」機能を有効化する手順

「ワークブックインデックス」シート（イメージ）「ワークブックインデックス」シート（イメージ） 「VBA Index」シート（イメージ）「VBA Index」シート（イメージ）

「ワークブックインデックス」シートの横に
「VBA Index」シートが作成されます。



Ⅶ．ワークブック－ワークブックインデックスの作成

「VBA プロジェクト インデックス」機能を有効化する手順「VBA プロジェクト インデックス」機能を有効化する手順

①リボン「ファイル」をクリックします。

②「その他のオプション」
＞「オプション」の順に

クリックします。

③「Excelオプション」ダイアログボックスが
起動したら、「トラストセンター」をクリック

します。

④「トラストセンターの設定」

ボタンをクリックします。

⑤「トラストセンター」ダイアログボックスが起動
したら、「マクロの設定」をクリックします。

⑥「VBA プロジェクト
オブジェクト モデルへの
アクセスを信頼する」に

チェックを付します。

⑦「OK」ボタン

をクリックします。


